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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
白
桃
の
歌

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
３
３
８
Ｉ

【
作
者
名
】

　
冨
士
家
 

瑠
香

【
あ
ら
す
じ
】

　
誰
が
な
ん
と
言
お
う
と
、
普
通
の
、
普
通
の
、
男
子
高
校
生
。
ち
ょ
っ
と
人

と
違
う
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
未
だ
に
声
変
わ
り
し
て
い
な
い
事
く
ら
い
。
そ
ん

な
白
桃
歩
が
目
撃
し
た
の
は
、
美
少
女
・
八
重
木
こ
と
は
（
ヤ
エ
ギ
コ
ト
ハ
）

ハ
ク
ト
ウ
ア
ユ
ム

の
小
指
に
ま
と
わ
り
つ
く
・
・
・
「
怪
異
」
・
・
・
？
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八
重
木
　
こ
と
は
。

ヤ
エ
ギ

う
ち
の
学
校
で
は
、

・
・
・
い
や
。

学
年
で
は
・
・
・
か
な
。

知
ら
な
い
人
な
ど
居
な
い
、
生
粋
の
美
少
女
。

　
し
か
も
、
そ
の
有
名
人
は
、
僕
と
同
じ
ク
ラ
ス
。

　
し
か
も
、
そ
の
有
名
人
は
、
僕
と
隣
の
席
。

美
少
女
と
い
う
と
・
・
・
な
ん
だ
ろ
う
。
病
弱
な
、
白
い
肌
。
そ
ん
な
事
を
連

想
す
る
の
は
、
僕
が
馬
鹿
だ
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
い
や
、
実
際
、
八
重
木
は

そ
ん
な
感
じ
だ
け
ど
さ
。

窓
際
の
、
真
っ
白
な
カ
ー
テ
ン
が
な
び
く
席
。
八
重
木
は
そ
こ
で
、
本
を
読
ん

で
い
る
。
一
心
不
乱
に
・
・
・
と
言
う
と
、
イ
メ
ー
ジ
が
違
う
か
な
。
と
り
あ

え
ず
、
な
ん
と
な
く
、
回
り
の
世
界
と
自
分
と
の
間
に
、
見
え
な
い
壁
を
、
築

い
て
い
る
よ
う
に
。

「
・
・
・
夢
オ
チ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

今
日
は
日
曜
日
。
共
に
一
歳
ち
が
い
の
姉
＆
妹
に
叩
き
起
こ
さ
れ
僕
は
つ
ぶ
や

く
。

「
夢
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
オ
チ
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

さ
っ
き
ま
で
僕
の
瞳
に
鮮
明
に
映
っ
て
い
た
八
重
木
の
姿
は
、
ど
う
や
ら
僕
の
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夢
の
中
の
姿
だ
っ
た
よ
う
だ
。
で
も
、
な
ん
つ
う
か
・
・
・
正
夢
？

教
室
で
見
る
八
重
木
の
姿
は
、
ま
さ
に
さ
っ
き
ま
で
の
夢
と
同
じ
も
の
だ
っ
た
。

「
兄
ち
ゃ
～
～
～
～
～
～
～
～
ん
！
牛
乳
買
っ
て
来
い
！
！
！
」

妹
に
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
パ
シ
リ
に
さ
れ
た
哀
れ
な
高
校
生
（
残
念
な
が
ら
僕
だ
）

は
、
す
ご
す
ご
と
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
へ
。

・
・
・
行
こ
う
と
思
っ
て
、
自
慢
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
鍵
を
差
し
込
も
う

と
し
て
い
る
と
・
・
・
。

「
・
・
・
八
重
木
・
・
・
・
・
さ
ん
」

・
・
・
が
、
居
た
の
だ
。

無
論
、
僕
の
家
の
前
を
通
り
か
か
っ
た
だ
け
の
よ
う
だ
が
・
・
・
。

「
！
！
」

八
重
木
、
こ
と
は
。

彼
女
の
・
・
・
小
指
。

左
手
の
・
・
・
小
指
。

そ
こ
に
は
・
・
・
そ
の
周
り
に
は
・
・
・

真
っ
黒
な
、
見
て
い
る
と
引
き
込
ま
れ
て
い
き
そ
う
な
、

黒
い
、
黒
い
、
も
や
の
よ
う
な
も
の
が
、
た
だ
よ
っ
て
い
た
。
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（
後
書
き
）

初
め
て
小
説
と
か
書
い
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

も
ぅ
ド
ッ
キ
ド
キ
で
す
（
’
ｖ
’
＊
；
；
）

し
か
も
、
初
心
者
の
癖
し
て
い
き
な
り
連
載
も
の
を
書
い
て
み
た
り
・
・
・
・
・

・
・
・
。

よ
け
れ
ば
読
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
ｗ
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「
八
重
木
こ
と
は
ッ
？
」

僕
が
言
っ
た
言
葉
を
、
ち
ぃ
は
そ
の
ま
ま
聞
き
返
す
。

「
う
ん
。
八
重
木
こ
と
は
。
」

そ
の
ま
ま
僕
も
言
い
返
す
。

ち
ょ
い
補
足
。
ち
ぃ
っ
て
い
う
の
は
僕
の
妹
・
・
・
白
桃
ち
ぃ
、
だ
。

ほ
ら
、
朝
っ
ぱ
ら
か
ら
僕
を
パ
シ
リ
に
し
た
張
本
人
・
・
・
覚
え
て
る
？

「
八
重
木
こ
と
は
・
・
・
な
ん
か
聞
い
た
こ
と
あ
る
よ
ッ
」

「
本
当
か
？
！
」

「
ほ
ら
・
・
・
あ
の
・
・
・
え
っ
と
ぉ
・
・
・
ッ
」

ち
ぃ
が
悩
ん
で
る
・
・
・
こ
い
つ
、
悩
む
と
完
璧
に
解
決
す
る
ま
で
引
か
な
い

ん
だ
よ
な
ぁ
・
・
・
。
　
　
　
面
倒
く
さ
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
さ
っ
き
見
た
八
重
木
の
左
手
小
指
・
・
・
。

な
ん
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

今
ち
ぃ
に
八
重
木
の
名
前
を
し
っ
て
い
る
か
聞
い
て
い
る
の
は
、

あ
の
不
可
思
議
な
左
手
小
指
の
正
体
を
相
談
す
る
、
前
置
き
。

黒
い
、
黒
い
、
闇
の
よ
う
な
・
・
・
も
や
。

今
度
こ
そ
は
、
夢
オ
チ
な
ん
か
じ
ゃ
な
く
、
現
実
だ
っ
た
。

八
重
木
の
小
指
に
不
可
思
議
が
も
や
が
つ
い
て
る
の
は
、
現
実
だ
っ
た
。

現
実
だ
っ
た
。
現
実
だ
っ
た
。
現
実
だ
っ
た
。

「
あ
っ
！
！
あ
れ
だ
ぁ
ッ
！
！
！
」

ち
ぃ
が
叫
ぶ
よ
う
に
言
う
。
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「
ほ
ら
あ
の
・
・
・
紙
た
べ
る
や
つ
ッ
！
！
」

「
そ
れ
は
ヤ
ギ
だ
ッ
！
！
！
」

ち
く
し
ょ
う
・
・
・
ボ
ケ
ら
れ
た
か
ら
思
わ
ず
ツ
ッ
コ
ん
じ
ゃ
っ
た
し
・
・
・
。

「
い
や
、
い
や
、
ち
ぃ
さ
ん
・
・
・
真
面
目
に
お
願
い
し
ま
す
」

な
ぜ
か
妹
に
む
か
っ
て
敬
語
を
使
っ
て
し
ま
う
男
子
高
校
生
が
こ
こ
に
居
た
。

「
ん
ん
。
ん
～
・
・
・
八
重
木
こ
と
は
・
・
・
や
え
ぎ
・
・
・
ッ
」

「
・
・
・
」

「
あ
っ
！
！
あ
れ
だ
ぁ
ッ
！
！
！
」

ち
ぃ
が
ま
た
同
じ
台
詞
を
叫
ぶ
。

「
ほ
ら
あ
の
・
・
・
八
重
霧
っ
て
聞
い
た
こ
と
な
い
ッ
？
」

「
や
え
ぎ
り
？
」

「
広
辞
苑
　
や
え
－
ぎ
り
【
八
重
霧
】
幾
重
に
も
立
つ
霧
。
永
久
百
首
「
彦
星

は
天
の
お
し
で
の
－
に
」
」

「
ち
ぃ
お
前
・
・
・
広
辞
苑
を
丸
暗
記
し
て
や
が
る
の
か
・
・
・
」

「
う
ん
。
当
然
だ
し
ッ
」

「
真
面
目
に
相
談
に
の
っ
て
く
れ
て
と
て
も
有
難
い
が
、
兄
と
し
て
は
学
力
の

差
を
噛
み
締
め
る
悲
し
い
現
実
を
物
語
る
会
話
に
な
っ
た
よ
う
だ
ぞ
・
・
・
」

て
か
、
八
重
霧
。

幾
重
に
も
立
つ
霧
。

幾
重
に
も
。

幾
重
に
も
。

ま
る
で
何
か
を
・
・
・
隠
そ
う
と
・
・
・
す
る
よ
う
に
。

「
て
い
う
か
兄
ち
ゃ
ん
、
牛
乳
買
っ
て
き
た
わ
け
ッ
？
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」
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そ
う
で
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。
す
み
ま
せ
ん
。
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

心
に
も
無
い
・
・
・
わ
け
で
も
な
い
謝
罪
の
言
葉
を
並
べ
つ
つ
、
僕
は
玄
関
を

出
た
。
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「
動
く
な
、
手
を
上
げ
ろ
！
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。

な
に
こ
れ
。

そ
ん
な
、
昔
風
の
刑
事
ド
ラ
マ
み
た
い
な
ク
サ
い
台
詞
に
素
直
に
応
じ
て
し
ま

っ
た
男
子
高
校
生
。

残
念
な
が
ら
、
そ
れ
は
僕
だ
っ
た
。

て
い
う
か
、
誰
だ
・
・
・

僕
は
振
り
向
い
て
、
確
か
め
よ
う
と
し
・
・
・

「
振
り
向
く
な
！
！
！
」

・
・
・
・
・
・
・
・
。

ご
め
ん
な
さ
い
。

一
般
高
校
生
男
児
の
思
考
回
路
な
ど
お
見
通
し
で
す
か
。

だ
と
し
た
ら
も
っ
と
気
に
な
る
。

コ
イ
ツ
誰
だ
・
・
・
。

「
お
前
、
誰
・
・
・
」

僕
は
、
振
り
向
か
な
い
よ
う
に
し
て
言
っ
た
。

「
あ
ぁ
ら
、
白
桃
く
ん
。
こ
の
声
、
聞
き
覚
え
な
い
か
し
ら
？
」
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・
・
・
う
ん
。
無
い
。

け
ど
、
今
の
台
詞
で
女
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
た
な
・
・
・
。

「
く
だ
ら
な
い
詮
索
趣
味
も
生
半
可
で
や
め
た
ら
た
だ
の
命
取
り
よ
、
白
桃
く

ん
」

「
く
だ
ら
な
い
・
・
・
詮
索
趣
味
・
・
・
？
」

ど
う
い
う
意
味
な
ん
だ
ろ
う
。

詮
索
・
・
・
。

詮
索
。

詮
索
・
・
・
？

「
八
重
木
・
・
・
こ
と
は
・
・
・
？
」

「
そ
う
。
よ
く
わ
か
っ
た
わ
ね
、
大
正
解
～
～
～
～
」

八
重
木
、
こ
と
は
。

　
病
弱
、
白
い
肌
。

　
生
粋
の
美
少
女
。

　
僕
と
同
じ
ク
ラ
ス
。

　
僕
の
隣
の
席
。

　
窓
際
の
、
爽
や
か
な
席
。

　
揺
れ
る
、
白
い
カ
ー
テ
ン
。

　
い
つ
も
、
本
を
読
ん
で
い
る
。

　
周
囲
か
ら
、
孤
立
す
る
よ
う
に
。

　
周
囲
か
ら
、
独
立
す
る
よ
う
に
。

　
周
囲
と
の
、
壁
を
築
い
て
い
る
よ
う
に
。
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い
つ
も
、
本
を
読
ん
で
い
る
。

　
そ
う
い
え
ば
、
八
重
木
の
声
な
ん
て
聞
い
た
こ
と
が
無
い
。

　
授
業
中
に
、
あ
て
ら
れ
る
事
す
ら
八
重
木
に
は
無
い
。

　
先
生
か
ら
、
存
在
を
忘
れ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
。

　
周
囲
か
ら
、
存
在
を
忘
れ
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
。

　
周
囲
か
ら
、
存
在
を
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
。

　
周
囲
か
ら
、
存
在
を
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
何
を
考
え
て
い
る
の
か
し
ら
、
白
桃
く
ん
」

・
・
・
。
こ
れ
が
、
八
重
木
の
声
。

儚
く
、
可
憐
な
。

存
在
自
体
が
儚
く
可
憐
な
、
八
重
木
に
よ
く
似
合
う
声
。

存
在
自
体
が
儚
く
・
・
・

存
在
が
、
儚
く
・
・
・
？

「
何
か
重
大
な
悩
み
で
も
あ
る
の
？
私
み
た
い
な
超
絶
美
少
女
を
前
に
し
て
い

て
も
考
え
る
ほ
ど
重
大
な
？
」

う
わ
。

自
分
で
超
絶
美
少
女
と
か
言
い
や
が
っ
た
。

ど
ん
ど
ん
僕
の
中
の
八
重
木
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
わ
れ
て
い
く
。

だ
い
た
い
、
前
に
し
て
な
い
し
。

童
謡
風
に
言
う
な
ら
、
後
ろ
の
正
面
っ
て
と
こ
か
？

「
ん
？
超
絶
美
少
女
が
自
分
で
そ
う
名
乗
っ
た
っ
て
、
な
ん
ら
問
題
は
な
い
で
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し
ょ
う
？
事
実
だ
も
の
」

ち
ょ
・
・
・
読
心
術
？
！

「
読
心
術
じ
ゃ
な
い
わ
。
白
桃
く
ん
、
顔
に
書
い
て
あ
る
も
の
。
」

書
い
て
ね
え
よ
・
・
・
。

「
そ
う
ね
。
そ
う
言
う
と
思
っ
た
か
ら
、
昨
日
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
書

い
て
お
い
た
の
」

「
ど
ん
だ
け
用
意
周
到
な
ん
だ
よ
！
！
！
」

つ
い
に
ツ
ッ
コ
ん
で
し
ま
っ
た
。

「
ま
ぁ
・
・
・
そ
う
ね
、
そ
ろ
そ
ろ
本
題
に
入
っ
て
し
ま
お
う
か
し
ら
」

「
・
・
・
？
」

「
白
桃
く
ん
、
（
本
題
？
も
し
か
し
て
僕
に
告
白
す
る
の
か
？
）
っ
て
思
っ
て

い
る
よ
う
だ
け
ど
。
案
外
白
桃
く
ん
は
今
、
危
機
的
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る

の
よ
。
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
」

断
じ
て
、
思
っ
て
い
な
い
。

告
白
さ
れ
る
な
ん
て
、
思
っ
て
い
な
い
。

で
も
、
危
機
的
状
況
と
も
、
思
っ
て
い
な
い
。

「
あ
れ
？
危
機
的
状
況
が
わ
か
ら
な
い
の
？
ま
あ
、
男
子
は
力
も
強
い
し
、
な

に
か
あ
っ
た
ら
暴
力
に
う
っ
た
え
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
ね
。
そ
ん
な
の

明
ら
か
な
男
尊
女
卑
よ
。
」
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こ
ん
な
美
少
女
相
手
に
、
暴
力
に
う
っ
た
え
る
方
が
お
か
し
い
と
思
う
け
ど
。

で
も
、
何
故
、
今
、
僕
が
危
機
的
状
況
な
の
か
は
マ
ジ
で
わ
か
ん
な
い
。

「
・
・
・
そ
う
ね
・
・
・
。
じ
ゃ
あ
白
桃
く
ん
、
も
う
振
り
返
っ
て
み
て
も
い

い
わ
よ
」

く
る
り
。

「
・
・
・
！
！
」

僕
の
首
元
に
は
、
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
が
一
本
、
突
き
立
て
ら
れ
て
い
た
。

「
甘
い
わ
ね
・
・
・
す
ご
く
甘
い
。
白
桃
く
ん
、
こ
の
ナ
イ
フ
一
本
見
た
だ
け

で
危
機
的
状
況
の
意
味
を
わ
か
っ
た
つ
も
り
で
い
る
ん
で
し
ょ
う
？
」

「
ど
う
い
う
意
味
だ
・
・
・
」

僕
が
、
「
だ
」
と
言
葉
を
発
し
た
瞬
間
、
目
に
も
止
ま
ら
な
い
早
さ
で
口
に
な

に
か
が
入
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
！
」

サ
バ
イ
バ
ル
、
ナ
イ
フ
・
・
・
。

「
あ
れ
っ
？
白
桃
く
ん
、
こ
れ
は
ま
だ
序
の
口
な
の
よ
？
ま
だ
ま
だ
危
機
的
状

況
で
は
な
い
わ
」

サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
２
本
を
片
手
で
１
本
ず
つ
持
っ
て
い
た
両
手
。
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八
重
木
は
、
首
の
方
に
や
っ
て
い
た
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
を
地
面
に
捨
て
、

空
い
た
手
で
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
な
に
か
取
り
出
し
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

口
の
中
に
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
僕
は
、
無
論
し
ゃ
べ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

だ
が
、
八
重
木
が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
し
た
も
の
は
、
と
ん
で
も
な
い
代
物
だ
っ

た
。

瞬
間
決
着
剤
。

あ
、
心
の
中
な
の
に
噛
ん
だ
。

正
し
く
は
、
瞬
間
接
着
剤
。

で
も
あ
る
意
味
、
噛
ん
だ
言
い
方
も
間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
か
な
。

瞬
間
決
着
剤
。

こ
の
、
発
端
の
わ
か
ら
な
い
、
予
期
せ
ぬ
勝
負
は
、

僕
の
心
の
中
で
は
、
と
っ
く
に
決
着
が
つ
い
て
し
ま
っ
た
。
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Ｙ
ａ
ｅ
ｇ
ｉ
　
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｈ
ａ
　
０
０
３
（
後
書
き
）

な
ん
か
、
す
ご
い
展
開
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
で
も
予
想
不
可
能
だ
・
・
・
。

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
小
説
書
く
な
ん
て
、

私
も
ダ
メ
な
人
間
だ
な
ぁ
・
・
・
。
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Ｙ
ａ
ｅ
ｇ
ｉ
　
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｈ
ａ
　
０
０
４

「
あ
れ
？
い
き
な
り
随
分
し
お
ら
し
い
顔
に
な
っ
た
わ
ね
ぇ
？
」

・
・
・
。

な
ん
な
ん
だ
、
コ
イ
ツ
・
・
・
。

瞬
間
決
着
剤
・
・
・
い
わ
く
、
瞬
間
接
着
剤
。

こ
の
状
況
で
そ
ん
な
代
物
見
た
ら
、
誰
だ
っ
て
・
・
・

「
口
を
接
着
剤
で
閉
じ
ら
れ
る
と
思
う
の
か
し
ら
？
」

「
・
・
・
が
・
・
・
ッ
」

口
の
中
に
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
・
・
・
。

こ
の
状
態
で
し
ゃ
べ
ろ
う
も
の
な
ら
、
ず
い
ぶ
ん
と
無
残
な
結
果
に
な
る
だ
ろ

う
。

し
か
も
八
重
木
、
サ
バ
イ
バ
ル
ナ
イ
フ
を
歯
に
垂
直
に
し
て
入
れ
て
い
る
ら
し

い
。

つ
ま
り
・
・
・

「
そ
う
ね
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
の
も
当
然
よ
ね
。
今
の
状
態
か
ら
少
し
で
も
、
口

を
閉
じ
よ
う
も
の
な
ら
。
そ
り
ゃ
あ
、
口
、
切
れ
ち
ゃ
う
し
ね
」

今
の
言
葉
で
、
僕
は
確
信
し
た
。

い
や
、
正
し
く
は
、
そ
の
口
調
と
表
情
で
、
か
な
。

「
言
っ
て
お
く
わ
。
こ
の
ナ
イ
フ
、
本
当
に
良
く
切
れ
る
の
よ
。
」
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確
信
し
た
。

確
信
し
た
内
容
は
、
ど
う
や
ら
八
重
木
に
先
を
越
さ
れ
て
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た

が
。

・
・
・
。

そ
れ
よ
り
、
ど
う
し
て
僕
は
今
、
こ
ん
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
ん
だ
？

僕
が
一
体
、
八
重
木
に
何
を
し
た
と
い
う
ん
だ
・
・
・
。

「
あ
の
ね
、
貴
方
に
言
い
た
い
の
は
、
こ
れ
だ
け
よ
。
」

「
・
・
・
」

「
く
だ
ら
な
い
詮
索
は
止
め
て
頂
戴
」

あ
ぁ
、
そ
う
い
え
ば
、
言
っ
て
た
な
。

詮
索
っ
て
。

「
私
が
貴
方
に
求
め
る
の
は
、
た
だ
ひ
と
つ
。
も
う
二
度
と
、
人
に
私
の
事
、

言
わ
な
い
で
も
ら
え
る
か
し
ら
？
」

「
・
・
・
」

こ
の
状
態
で
、
ど
う
答
え
ろ
と
。

「
そ
う
ね
。
つ
い
で
に
、
も
う
ひ
と
つ
あ
る
か
し
ら
。
」

一
体
な
ん
な
ん
だ
。

「
そ
の
、
私
の
胸
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
る
の
も
止
め
て
頂
戴
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」
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見
て
ね
ぇ
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
！
！
！
！
！
！
！
！

「
正
直
い
っ
て
、
気
色
悪
い
わ
。
」

断
固
、
見
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。

八
重
木
っ
て
、
俗
に
言
う
「
自
意
識
過
剰
」
っ
て
い
う
類
な
の
か
？

「
ま
ぁ
、
そ
の
二
つ
ね
。
承
諾
い
た
だ
け
る
な
ら
・
・
・
３
回
ほ
ど
う
な
ず
い

て
見
せ
て
。
」

無
理
だ
・
・
・
。

そ
ん
な
事
し
た
ら
、
ナ
イ
フ
が
・
・
・
。

「
う
ん
、
そ
の
、
冗
談
っ
て
も
の
よ
。
ま
あ
で
も
、
素
直
に
う
な
ず
い
て
く
れ

た
ら
面
白
か
っ
た
ん
だ
け
ど
」

人
の
流
血
を
見
て
喜
ぶ
の
か
・
・
・
？

「
う
な
ず
く
と
い
う
選
択
肢
は
無
理
ね
。
じ
ゃ
あ
、
手
を
３
回
叩
い
て
。
そ
れ

が
了
承
の
合
図
よ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
ッ
」

「
そ
れ
以
外
の
動
作
は
、
一
切
禁
止
。
敵
対
行
為
と
見
な
し
て
、
攻
撃
に
う
つ

る
わ
。
」

パ
ン
！
パ
ン
！
・
・
・
パ
ン
！

３
回
、
手
を
叩
い
た
。

「
そ
う
。
い
い
わ
ね
。
」
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僕
は
、
口
を
間
抜
け
に
大
き
く
ひ
ら
い
た
ま
ま
、
安
堵
の
た
め
息
を
つ
く
。

「
じ
ゃ
あ
、
契
約
成
立
。
」

八
重
木
は
言
い
つ
つ
、
ナ
イ
フ
を
ゆ
っ
く
り
と
抜
く
。

僕
は
ほ
っ
と
し
て
、
今
ま
で
開
け
っ
放
し
だ
っ
た
口
を
閉
じ
よ
う
と
す
る
。

・
・
・
と
、
そ
の
時
。

「
・
・
・
！
！
」

八
重
木
は
、
素
早
い
動
作
で
地
面
に
投
げ
捨
て
て
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
ナ
イ
フ

を
手
に
取
っ
た
。

僕
の
、
閉
じ
る
寸
前
の
口
に
、
そ
れ
は
差
し
込
ま
れ
、
す
ぐ
に
往
復
す
る
よ
う

に
抜
か
れ
た
。

唇
を
か
す
め
る
、
刃
物
の
感
覚
。

だ
が
、
一
切
、
ど
こ
か
が
傷
つ
け
ら
れ
る
事
は
無
か
っ
た
。

僕
は
、
少
し
ホ
ッ
と
し
た
。

ま
た
口
の
中
に
ナ
イ
フ
を
・
・
・
入
れ
ら
れ
る
か
と
、
思
っ
た
。

ま
あ
実
際
、
入
れ
ら
れ
は
し
た
け
ど
。
す
ぐ
に
抜
い
た
み
た
い
だ
し
。
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「
・
・
・
あ
ら
？
気
づ
い
て
な
い
よ
う
ね
」

八
重
木
が
あ
ざ
笑
う
よ
う
に
言
う
。

「
最
初
は
鼻
に
で
も
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
け
ど
・
・
・
。
ま
ぁ
、
文
字
通
り
良

い
口
封
じ
に
な
っ
た
し
？
じ
ゃ
あ
、
白
桃
く
ん
。
契
約
は
、
契
約
よ
。
ち
ゃ
ん

と
守
っ
て
ね
。
ま
あ
、
怖
す
ぎ
て
私
に
逆
ら
っ
た
り
は
で
き
な
い
か
し
ら
・
・
・

」ど
う
い
う
意
味
だ
。

言
葉
に
し
よ
う
と
し
た
が
・
・
・
出
来
な
か
っ
た
。

ど
う
い
う
意
味
だ
。

そ
の
答
え
は
・
・
・
自
ら
、
解
っ
て
し
ま
っ
た
。

上
唇
と
下
唇
が
・
・
・
く
っ
つ
い
て
い
る
。

そ
う
か
、
さ
っ
き
の
ナ
イ
フ
・
・
・
。

あ
れ
に
あ
ら
か
じ
め
接
着
剤
を
ぬ
っ
て
お
い
て
、

僕
の
口
に
差
込
み
抜
く
と
い
う
動
作
で
、
接
着
し
た
。

僕
の
首
に
ナ
イ
フ
を
突
き
立
て
る
前
か
ら
、

こ
う
な
る
事
を
予
測
し
て
・
・
・
。

な
ん
て
用
意
周
到
な
奴
な
ん
だ
。
八
重
木
。

文
字
通
り
、
良
い
口
封
じ
に
な
っ
た
。
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そ
れ
は
、
こ
う
い
う
事
だ
っ
た
の
か
・
・
・
。

し
か
も
、
最
初
は
鼻
に
で
も
や
ろ
う
か
と
思
っ
て
た
け
ど
と
か
言
っ
て
た
な
。

恐
ら
く
八
重
木
の
事
だ
か
ら
そ
れ
は
、
鼻
だ
け
を
封
じ
る
と
い
う
意
味
で
な
く
、

鼻
も
封
じ
る
と
い
う
意
味
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

な
ん
じ
ゃ
そ
り
ゃ
・
・
・
。

僕
、
呼
吸
困
難
で
死
ぬ
じ
ゃ
ん
。

そ
ん
な
事
を
思
い
な
が
ら
、

場
を
去
っ
て
い
く
八
重
木
の
後
姿
を
見
送
る
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
、

今
の
僕
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
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Ｙ
ａ
ｅ
ｇ
ｉ
　
ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｈ
ａ
　
０
０
５

ガ
ラ
ッ
！
！
！

勢
い
よ
く
、
玄
関
の
扉
が
開
く
。

仲
良
し
姉
妹
の
お
出
ま
し
だ
。

「
兄
ち
ゃ
ん
な
に
し
て
ん
の
ッ
？
」

「
歩
、
早
く
牛
乳
買
っ
て
き
て
よ
～
～
」

お
前
ら
・
・
・
。

扉
ひ
と
つ
へ
だ
て
た
だ
け
の
向
こ
う
の
空
間
で
、
今
ま
で
よ
く
無
事
に
生
活
し

て
い
た
な
・
・
・
。
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「
ん
ん
ん
、
ん
ん
ん
～
ん
ん
ん
！
！
」

「
は
？
な
に
言
っ
て
ん
の
ッ
？
？
」

「
ん
ん
ん
～
ん
ん
ん
！
！
！
！
！
！
」

翻
訳
。

一
言
目
は
、

「
口
が
、
開
か
ね
～
ん
だ
よ
！
！
」

っ
て
言
っ
て
て
、
次
の
は
、

「
開
か
ね
～
ん
だ
よ
！
！
！
！
！
！
」



23

っ
て
言
っ
た
わ
け
。

「
な
ん
な
の
兄
ち
ゃ
ん
、
意
味
不
ッ
！
」

「
ん
ん
～
～
～
～
！
！
！
！
」

「
・
・
・
・
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
。
」
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「
兄
ち
ゃ
ん
、
さ
っ
き
な
ん
て
言
っ
て
た
ワ
ケ
ッ
？
」

「
う
ん
う
ん
、
な
ん
て
言
っ
て
た
の
～
？
」

「
お
前
ら
の
鈍
感
さ
に
は
心
底
驚
い
た
・
・
・
」

「
ふ
む
ッ
。
」

「
広
辞
苑
　
ど
ん
－
か
ん
【
鈍
感
】
感
じ
方
や
感
覚
が
に
ぶ
い
こ
と
。
「
－
な

人
」
⇔
敏
感
」

「
広
辞
苑
　
し
ん
－
そ
こ
【
心
底
】
１
．
心
の
奥
底
。
本
心
。
し
ん
て
い
。
２
．

（
副
詞
的
に
用
い
て
）
心
の
底
か
ら
。
「
－
惚
れ
た
」
」

「
明
鏡
国
語
辞
典
　
お
ど
ろ
・
く
【
驚
く
】
予
想
し
な
か
っ
た
こ
と
に
出
会
っ

て
心
の
平
穏
を
失
う
。
び
っ
く
り
す
る
。
以
下
省
略
。
」

「
お
前
ら
・
・
・
広
辞
苑
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
明
鏡
ま
で
丸
暗
記
し
た
の

か
？
！
」

「
そ
ん
な
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
ッ
」

「
う
ん
う
ん
～
」

「
よ
か
っ
た
・
・
・
さ
す
が
に
、
そ
こ
ま
で
引
き
離
さ
れ
る
と
、
長
男
の
尊
厳

が
失
わ
れ
る
と
・
・
・
」
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「
あ
の
ね
ぇ
、
歩
～
」

「
私
達
は
ッ
」

「
百
科
事
典
マ
イ
ぺ
デ
ィ
ア
～
」

「
漢
字
源
ッ
」

「
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
辞
典
～
」

「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
現
代
英
英
辞
典
ッ
」

「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
和
英
中
辞
典
～
」

「
家
庭
医
学
大
百
科
ッ
」

「
そ
の
他
色
々
を
～
」

「
す
べ
て
た
し
な
ん
で
る
ん
だ
か
ら
ッ
！
」

「
自
分
達
の
知
識
を
不
当
に
低
く
評
価
さ
れ
た
事
に
怒
っ
て
い
た
の
か
？
！
」

「
だ
っ
て
、
明
鏡
く
ら
い
も
う
随
分
前
に
１
日
で
暗
記
し
た
も
ん
～
」

「
だ
よ
ね
ぇ
、
姉
ち
ゃ
ん
ッ
」
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な
に
こ
い
つ
ら
、
マ
ジ
で
最
強
じ
ゃ
ん
・
・
・
。

「
広
辞
苑
　
さ
い
－
き
ょ
う
【
最
・
・
・
」

「
も
う
い
い
わ
っ
！
！
！
」

だ
い
た
い
な
ん
な
ん
だ
？
！

読
心
術
か
・
・
・
？

「
広
辞
苑
　
ど
く
し
ん
－
じ
ゅ
つ
【
読
心
術
】
顔
の
表
情
、
筋
肉
の
微
細
な
運
・

・
・
」

「
だ
か
ら
も
う
や
め
ろ
っ
て
！
！
」

「
つ
い
で
に
お
兄
ち
ゃ
ん
。
「
マ
ジ
」
と
い
う
言
葉
は
、
辞
典
に
は
カ
タ
カ
ナ

で
載
っ
て
い
な
い
か
ら
ッ
」

「
平
仮
名
な
ら
載
っ
て
い
る
と
い
う
の
か
？
！
」

「
あ
る
に
決
ま
っ
て
る
で
し
ょ
～
？
辞
典
を
な
め
な
い
で
よ
～
」
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こ
の
会
話
・
・
・
。

な
ん
だ
か
俺
の
せ
い
で
頭
脳
レ
ベ
ル
が
下
が
っ
て
い
る
な
・
・
・

「
と
に
か
く
ッ
」

「
早
く
牛
乳
買
っ
て
き
て
ね
～
」

「
は
い
は
い
」

「
は
い
は
１
万
回
ッ
」

あ
え
て
ツ
ッ
コ
み
ま
せ
ん
。

「
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
は

い
は
い
は
い
あ
ひ
あ
い
」

「
あ
い
は
５
万
回
～
」

「
あ
い
あ
い
あ
い
あ
い
愛
あ
い
あ
い
あ
い
あ
い
あ
い
愛
あ
い
あ
い
あ
い
あ
い
あ
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い
あ
い
あ
い
お
い
あ
ひ
」

「
あ
ひ
は
１
０
万
回
ッ
」

「
あ
ひ
あ
ひ
あ
ひ
・
・
・
っ
て
オ
イ
！
遊
ん
で
な
い
か
？
！
」

「
う
ん
ッ
」

「
う
ん
は
２
回
～
」

「
う
ん
う
ん
ッ
」

「
妹
に
は
甘
い
の
か
よ
！
！
」

「
ま
ぁ
、
と
り
あ
え
ず
早
く
買
っ
て
き
て
ね
ッ
」

「
は
い
は
い
は
い
は
い
は
い
！
！
！
！
」

仲
良
し
こ
よ
し
シ
ス
タ
ー
ズ
は
、
満
足
し
て
居
間
に
も
ど
っ
て
い
っ
た
。

白
桃
歩
。

僕
は
改
め
て
洗
面
台
の
鏡
を
凝
視
す
る
。

水
洗
い
で
接
着
剤
が
と
れ
た
の
は
奇
跡
だ
が
、
唇
の
皮
が
少
し
は
が
れ
た
。
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「
悪
魔
を
通
り
越
し
て
、
閻
魔
大
王
み
た
い
な
女
だ
な
・
・
・
」

心
な
し
か
、
悪
魔
よ
り
も
閻
魔
大
王
の
方
が
穏
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
俺
の
中
に

あ
っ
た
。

偏
見
に
気
づ
く
午
前
１
０
時
。

で
は
、
言
い
直
そ
う
。

「
悪
魔
を
通
り
越
し
て
、
閻
魔
に
毒
入
り
の
塩
を
送
る
神
様
み
た
い
だ
な
・
・
・

」神
様
と
い
う
偏
見
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
の
を
良
い
事
に
、

敵
を
こ
っ
そ
り
殺
そ
う
と
す
る
。

こ
れ
こ
そ
が
極
悪
人
へ
の
例
え
と
し
て
一
番
上
等
な
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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そ
の
後
は
何
事
も
無
く
、

近
所
の
ス
ー
パ
ー
が
開
い
た
の
で

コ
ン
ビ
ニ
で
は
な
く
そ
っ
ち
へ
向
か
っ
て
牛
乳
を
買
っ
た
。

ぼ
～
っ
と
し
て
た
か
ら
、
間
違
え
て
い
ち
ご
牛
乳
を
買
っ
た
。

姉
の
ち
ひ
ろ
及
び
妹
の
ち
ぃ
に
叱
ら
れ
る
か
と
は
思
っ
た
が
、

案
外
い
ち
ご
牛
乳
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

い
ち
ご
牛
乳
に
は
し
ゃ
ぐ
、
天
才
高
校
生
姉
妹
・
・
・
。

偏
見
に
気
づ
く
、
午
前
１
１
時
だ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

白桃の歌
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